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品川区のにぎわいを拡充します
町会・自治会への支援の拡充
　町会・自治会が新たに立ち上げた事業を定着化させる
までの補助や、倉庫等を借り受ける場合の賃借料の補助
などにより支援を拡充し、町会・自治会活動の活性化を
より一層促します。

プレミアム付商品券の発行を拡大
　品川区商店街振興組合連合会が春・秋に発行する 10％
のプレミアム付区内共通商品券について、秋季発行額を 2
億 2 千万円増額。総額 8 億 8,000 万円分の商品券を発行

し、プレミアム分である 8,000
万円を助成することにより、地
域商業の活性化を図ります。

東京 2020大会を盛り上げます！
　東京 2020 大会まで残り１年となりました。
　東京 2020 大会開催に向けた機運の醸成を図り、区全
体のムードを盛り上げます。

障害者支援の場を拡大します 災害への備えを強化します

子育て支援を進めます

お金の使いみちが決まりました

一 般 会 計 予 算

平成31年度予算審査のあらましをお知らせします 

1,877億5,400万円

特別区税
47,821,000
(25.5%)

特別区交付金
42,100,000
(22.4%)

民生費
92,605,479
(49.3%)

土木費
31,775,740
(16.9%)

教育費
24,550,887
(13.1%)

一般会計 ( 千円 )

歳 出

一般会計 ( 千円 )

歳 入

総務費
21,179,726
(11.3%)

衛生費
12,399,094

(6.6%)

産業経済費
2,743,146
(1.5%)

公債費
1,342,067
(0.7%)

議会費
857,861
(0.5%)

予備費
300,000
(0.2%)

国庫支出金
27,750,525
(14.8%)

繰入金
24,978,812
(13.3%)

都支出金
16,094,614

(8.6%)

地方消費税交付金
8,050,000
(4.3%)

諸収入
7,452,507
(4.0%)

使用料及び手数料
4,369,387
(2.3%)

分担金及び負担金
3,088,869
(1.6%)

繰越金
3,000,000
(1.6%) その他

3,048,286
(1.6%)
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特別会計予算総額

720億5,718万8千円

平成31年度一般会計予算の内訳

会　　計 予算額 前年度当初予算額 伸　率

一 般 会 計 187,754,000 174,578,000 7.5%

国民健康保険事業会計 36,417,815 37,962,773 △ 4.1%

後期高齢者医療特別会計 8,646,865 8,341,264 3.7%

介 護 保 険 特 別 会 計 25,492,508 24,475,749 4.2%

災 害 復 旧 特 別 会 計 1,500,000 1,500,000 0.0%

平成31年度予算 （単位：千円）

会　　計 補正額 最終予算額

一 般 会 計 1,021,981 175,992,789

国民健康保険事業会計 78,102 38,040,875

後期高齢者医療特別会計 △ 24,793 8,316,471

介 護 保 険 特 別 会 計 800,010 25,275,759

平成30年度補正予算 （単位：千円）

　2 月 22 日の本会議において、予算特別委員会を設置し、平成31年度予算および平成30年度補
正予算の審査を付託しました。慎重審議の結果、すべて原案のとおり可決しました。
　予算の内訳は下記をご覧ください。左ページでは主な事業をご紹
介しています。
　予算特別委員会の構成は、以下のとおりです。

　■ 委員長：たけうち 忍　■ 副委員長：高橋 伸明、中塚 亮
　■ 理事：木村 けんご、須貝 行宏、吉田 ゆみこ　■ 委員：議長を除く全議員
＊平成31年度予算に対する各会派の意見表明は４〜５ページに、総括質疑は19ページに掲載しています。

心身障害者福祉会館を
　荏原地区の地域生活支援拠点に
　心身障害者福祉会館（旗の台五丁目 2 番）について、「荏
原地区の地域生活支援拠点」として以下の機能を強化します。
★障害児相談支援
★訪問リハビリの実施
★医療的ケアへの対応
★荏原地区地域生活支援拠点機能強化

障害者の相談の場を拡大します
　地域共生社会の実現のため、障害者の相談を身近な地
域で受けられるよう、地域に根付いている在宅介護支援
センターの一部で相談支援事業を実施できるようにする
ほか、民間の相談事業所を誘致します。

小・中学生のインフルエンザワクチン接種費用
の一部を助成します
　小・中学生のインフルエンザワクチ
ンの接種費用を一部助成し、重症化を
予防するとともに集団感染・学級閉鎖
を防止します。

高校生の入院医療費を助成します
　高校生の保険診療によ
る入院医療費の自己負担
分および入院時の食事療
養標準負担額を助成する
ことで、経済的負担の軽減
を図ります。

区有施設へのエアコン等設置⇒暑さ対策により快
適な施設利用の促進を図ります。

感震ブレーカーのさらなる普及促進を図ります
　震災時の通電火災を抑制するため、｢不燃化推進特定整
備地区｣ を対象に感震ブレーカー ( 分電盤タイプ ) 設置費
用の一部を助成していますが、これに加えて簡易タイプ
の導入や補助率の見直しを行い、感震ブレーカーのさら
なる普及促進を図ります。
※�感震ブレーカーとは、地震等による大きな揺れを感知したと

きにブレーカーを自動で落として電気を止める機器です。

避難所などの設備を整え、災害に備えます

防災機能強化・にぎわいづくり・
福祉の充実などをめざし、用地取得
等の取り組みを進めています

　林試の森公園（小山台二丁目）に隣接する国家公務員
宿舎旧小山台住宅跡地等について、区は現在、防災機能
の強化、地域のにぎわいづくりや福祉の充実を目的とし
て、5,000㎡超の用地取得を要望しています。
　具体的な活用案
を作成し、早期取
得、早期活用に向
けた検討を進めて
いきます。

想定されている活用方法（案）

都立林試の森公園
（東京都設置）

約0,18ha

社会福祉施設
（品川区設置）

約0,55ha

荏原消防署小山出張所
（東京消防庁設置）

約0,17ha

都立林試の森公園
（東京都設置）

約2,0ha

区民避難所等にソーラーパネル付ポータブル蓄電池を
配備⇒災害による大規模停電に備えます！

　児童センターや区立保
育園において、様々なス
ポーツイベント等を通じ
て、東京 2020 大会、お
よびスポーツや世界の
国々に対する子どもの興
味・関心を高めます。

　区内開催・応援競技（ホ
ッケー、ビーチバレーボー
ル、ブラインドサッカー）
について、より多くのか
たに興味を持っていただ
けるよう、イベント開催
等の取り組みを行います。


